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1 はじめに
このマニュアルは、ガスケットプレート式熱交換器のメンテナンスに必要な情
報を記載しています。

1.1 使用用途

この装置の使用目的は、決められた構成に従って熱を伝達することです。

他のすべての使用は禁止されています。上記の使用目的以外の目的で機器を
使用した場合、アルファラバルは一切の傷害または損傷の責任を負わないもの
とします。

1.2 合理的に予見可能な誤使用

• この取扱説明書に記載されている以外の方法で機器や梱包箱を持上げたり
輸送したりしないでください。

• プレート式熱交換器に接続するようにパイプを接続します。パイプの接続
方法を間違えると、ガスケットやライニングが損傷することがあります。

• 半溶接ユニットでは、間違ったパイプが間違ったポートに接続されている場
合、安全上の問題となるため、プレート式熱交換器図面に従って、正しいメ
ディアが正しいポートに接続されていることを再確認します。

• 一度に多くのプレートをぶら下げたり移動したりすると、ハンガーが損傷す
るおそれがあります。一度に 1 枚または 大 2 枚のプレートを取扱うこと
を勧めます。

• A 寸法（固定フレーム内側と遊動フレーム内側の間隔）を設定するときは、
斜めのずれや蛇行を避けるため、必ずボルトを対角の順で、均等に少しずつ
締めてください。A 寸法は、プレート枚数と共にプレート式熱交換器図面に
記載されています。

• 例えばウォーターハンマーによるプレートの変形やガスケットの破損を回
避するため、流量の増減はゆっくり行います。

• 初は、ガスケットの亀裂や破損を防ぐために、穏やかに温度を上げます。
設置マニュアルの起動セクションを参照します。

• 平板熱交換器を 6 か月間運転しない場合は、保管セクションの説明に従い
ます。

1.3 予備知識

プレート式熱交換器は本説明書の取扱指示を習得し、当該プロセスの知識を持
つ人物が操作するものとします。これにはプレート式熱交換器の流体の種類、
圧力、温度に関する安全上の注意点、プロセスに必要とされる具体的な安全上
の注意点の知識も含まれます。

プレート式熱交換器のメンテナンスおよび設置は、現地の法規制に基づく知識
と許可を保持する人が実施するものとします。熱交換器のメンテナンスおよ
び設置は、配管、溶接その他のメンテナンス等の作業も含まれる場合がありま
す。

本説明書で解説されていないメンテナンス作業については、アルファ・ラバル
担当者までお問い合わせください。
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1.4 配信された技術情報

このマニュアルが完全と見なされるには、納入された次の文書がアクセス可能
である必要があります。

• 適合宣言書

該当する場合。

• 部品リスト

機器製造に使用する材料表。

• プレートリスト

プレートパッケージの取り付けについての説明。

• 技術仕様

接続情報、測定値及びセクション情報。

• プレート式熱交換器図面

納入されたプレート式熱交換器の図面。

納入されたプレート式熱交換器の重量とすべての寸法は、付属のプレート式熱
交換器図面に記載されています。

リストされているドキュメントは、納入された製品に唯一のものである（機器
のシリアル番号）。取扱説明書には、必要に応じて、これらの指示を完全に理
解するために必要な技術文書、図面、および図表を添付するものとします。

このマニュアルに記載されているプレート式熱交換器図面は、納品に含まれて
いる図面です。

1.5 製品保証

製品保証条件は、納品された平板熱交換器発注前の売買契約に含まれていま
す。あるいは、製品の保証条件は販売提示書や有効な条件を指定した文書に含
まれている場合があります。指定された製品保証期間内に問題が発生した場
合は、いつでもアルファ・ラバルの担当者までお問い合わせください。

1.6 アドバイス

以下の事項に関するアドバイスは、お近くのアルファ・ラバル 担当者までお問
い合わせください。

• プレート枚数の変更を行う場合における、新規プレートパックの寸法

• 使用温度や使用圧力を恒久的に変更する場合、または別の流体に変更する場
合におけるプレート式熱交換器のガスケット材質の選択

200010772-1-JA8
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1.7 環境コンプライアンス

アルファ・ラバルの小型熱交換器を当社の推奨す るメンテナンスに従って 適
な方法で運転すれば、エネル ギー効率が向上し、運転費用（OPEX）が削減さ
れます。

廃棄物管理

安全で環境に配慮した方法で、または国の法律または地域の規制に従って、す
べての材料とコンポーネントを分別に、リサイクルにし、または廃棄します。
コンポーネントの材料について如何なる不明な点がある場合は、 寄りのアル
ファラバル販売会社に問い合わせてください。認定された（ISO 14001 または
類似のもの）廃棄物処理または廃棄物処理業者を利用します。

開梱

梱包材は、木材、プラスチック、段ボール、場合によっては金属ストラップを
使用しています。

• 木材と段ボールは、再利用、リサイクル、またはエネルギー回収に使用でき
ます。

• プラスチックはリサイクルするか、認可を受けた廃棄物焼却場で焼却する必
要があります。

• 金属ストラップは金属のリサイクルに送付する必要があります。

メンテナンス

• すべての金属部品は金属のリサイクルに送付する必要があります。

• 油、すべての非金属消耗部品、洗浄化合物、衣類、その他の洗浄剤は現地の
法規制に準拠して処理する必要があります。

廃棄

使用を終えた機器は、地域の関連する法規制に従ってリサイクルするものとし
ます。機器のほかに、プロセス液体からの有害残留物についても考慮し、適切
に処理する必要があります。ご不明な点や地域の法規制がない場合は、お近く
のアルファ・ラバル販売会社までお問い合わせください。
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2 安全

2.1 安全への配慮

プレート式熱交換器は、本説明書に記載のアルファ・ラバルの取扱説明に従っ
て使用・メンテナンスする必要があります。プレート式熱交換器の誤操作によ
り、人への傷害や器物への損害を伴う深刻な問題が発生する可能性がありま
す。アルファ・ラバルは、お客様が本取扱説明書を遵守しなかったことに起因
するいかなる傷害や損害についても、責任を負いかねます。

本プレート式熱交換器は、本器に特定の材料、媒体の種類、温度、圧力に従っ
て使用する必要があります。

2.2 表現の定義

 警告 危険の種類

WARNING は、回避されない場合は死亡または重傷につながる可能性がある危険
な状態を示します。

 注意 危険の種類

CAUTION は、回避されない場合は軽度または中程度の傷害につながる可能性が
ある危険な状態を示します。

 注記

注意は、回避されない場合は機器の損傷につながる可能性がある危険な状態を示
します。

200010772-1-JA 11
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2.3 個人用保護具

保護靴

落下した物による足の怪我を 小限に抑えるために補強されたつま先キャッ
プを備えた靴。

保護用ヘルメット

事故による怪我から頭部を保護するために設計されたヘルメット。

保護ゴーグル

目を危険から保護するために着用される、ぴったりとフィットする眼鏡。

保護手袋

危険から手を守る手袋。

200010772-1-JA12
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2.4 高所での作業

 警告 落下の危険があります。

高所でのあらゆる種類の作業では、常に安全なアクセス手段が利用可能であり、
使用されていることを確認します。現地での作業の高さの規制とガイドラインに
従います。足場またはモバイル作業プラットフォームと安全ハーネスを使用しま
す。作業領域の周囲に安全境界を作成し、ツールやその他の物体が落下しないよ
うに保護します。

設置が 2 メートル以上の高さで作業する必要がある場合は、安全対策を考慮す
る必要があります。

200010772-1-JA 13

安全 2 JA

安
全



このページは白紙です。

安
全



3 説明

3.1 構成部品

この章では、アルファ・ラバル平板熱交換器の主な構成部品と付属品について
説明します。
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3.1.1 産業用平板熱交換器

主要構成部品

図は、アルファ・ラバル T15 と代替部品の分解図です。
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1. 固定フレーム

配管接続用に様々な個数のポート穴が設けられた固定プレートです。

2. 遊動フレーム

プレートパッケージを固定フレームに押し付ける可動プレート。配管接続
用に様々な個数のポート穴が開けられる場合がある圧力プレートです。

3. キャリングバー

プレートパッケージと遊動フレームが取り付けられています。

4. ガイドバー

すべてのプレートの下端を揃えます。

a. 標準

b. コンパクト設計

5. プレートパッケージ

固定フレームと遊動フレームの間に装着されるすべてのプレートの呼称。
プレートパッケージの構成:

- チャンネルプレート

終板 I と終板 II またはトランジションプレートの間に置かれるプレー
ト。

- 終板 I
遊動フレームの隣に置かれたプレート。

- 終板 II
固定フレームの隣に置かれたプレート。

- トランジションプレート

遊動フレームの隣に置かれたプレート。

- ツインプレートカセット

溶接された 2 枚のプレート。半溶接製品用。

- ガスケット

漏れを防ぐため、プレートとプレートの間にあります。

6. 支柱

キャリングバーとガイドバーを支えます。小型の平板熱交換器は、支柱が
無い型式もあります。

7. 締め付けボルト

固定フレームと遊動フレームの間のプレートパッケージを圧縮します。

8. ロッキングボルト

締め付けボルトより短く、プレートパッケージをさらにロックするために
使用されます。

9. 舷窓

固定フレームのポート穴により、平板熱交換器からの流体の出入りが可能
となっています。

200010772-1-JA 17
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10.スタッドボルト

平板熱交換器へのフランジ接続を組み立てるため、舷窓の周囲にねじ切り
されたスタッドボルト。

11. フート

平板熱交換器に安定性を与え、設計によっては、平板熱交換器をボルトで
基礎に固定するために使用できます。

マルチセクションとマルチパス

• パーティションプレート

複数パス構成で使用されるステンレス鋼プレートです。ターニングプレー
トの穴無しポートを補強します。

• セクション

コネクションプレートを使用する場合、平板熱交換器にはいくつかのセクシ
ョン（プレートパッケージ）が含まれます。

接続

• パイプコネクション

平板熱交換器は、溶接パイプ、ねじ込み式パイプ、溝切り式パイプなど、様
々な固定方式でパイプに接続されています。

• 長方形ルーズフランジ

長方形ルーズフランジは、アルファ・ラバルがお客様の配管用に提供する特
殊なフランジで、スタッドボルト 4 本で取付けられています。

オプション機器

• 検査カバー

ポート穴を通して検査するのに使用されます。ドレンパイプを装備するこ
とができます。

• プロテクションシート

プレートパッケージをカバーし、高温流体や危険な流体の洩れ、および高温
のプレートパッケージから保護します。
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• ボルト保護材

締付ボルトのねじ山を保護するプラスチック製チューブです。

• ボルト保護材

締付ボルトのねじ山を保護するプラスチックまたはステンレス鋼チューブ。

• 断熱材

平板熱交換器表面が高温や低温となる用途の場合、断熱材を使用できます。

• 吊金具

平板熱交換器を吊上げるために取付けられる別の金具です。

• アースラグ

アース接続は、機器に静電気が蓄積するリスクを防止するために使用されま
す。

• ノズルカバー

移動時に平板熱交換器内部への異物混入を防止します。

• ポートフィルター

運転時に平板熱交換器内部への粒子混入を防止するため保護します。バッ
クフラッシュは不可です。

• ドレンパン

平板熱交換器の流体や設備の種類により、人への傷害や機器の損害を防止す
るため、ドレンパンが必要な場合があります。
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3.1.2 衛生平板熱交換器

主要構成部品

図は、アルファ・ラバル H8 と代替部品の分解図です。
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1. 固定フレーム

配管接続用に様々な個数のポート穴が設けられた固定プレートです。

2. 遊動フレーム

プレートパッケージを固定フレームに押し付ける可動プレート。配管接続
用に様々な個数のポート穴が開けられる場合がある圧力プレートです。
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3. キャリングバー

プレートパッケージと遊動フレームが取り付けられています。

4. ガイドバー

すべてのプレートの下端を揃えます。

5. プレートパッケージ

固定フレームと遊動フレームの間に装着されるすべてのプレートの呼称。
プレートパッケージの構成:

- チャンネルプレート

終板 I と終板 II またはトランジションプレートの間に置かれるプレー
ト。

- 終板 I
遊動フレームの隣に置かれたプレート。

- 終板 II
固定フレームの隣に置かれたプレート。

- トランジションプレート

遊動フレームの隣に置かれたプレート。

- ガスケット

漏れを防ぐため、プレートとプレートの間にあります。

6. 支柱

キャリングバーとガイドバーを支えます。

7. 締め付けボルト

固定フレームと遊動フレームの間のプレートパッケージを圧縮します。

8. ロッキングボルト

締め付けボルトより短く、プレートパッケージをさらにロックするために
使用されます。

9. 接続

様々な接続方法で配管と平板熱交換器を接続できます。

10.コーナーガイド

コネクションプレート上の部品で、デザインによって異なる機能を持つこ
とができます。メディアを平板熱交換器セクションに出入りさせます。

11. コネクションプレート

コネクションプレートは、プレートパックを複数のセクションに分割し、
1 台の平板熱交換器で 2 つ以上の熱伝達プロセスを可能にします。

12.セクション

セクションはプレートパッケージの一部です。

13.フート

平板熱交換器に安定性を与え、設計によっては、平板熱交換器をボルトで
基礎に固定するために使用できます。
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マルチセクションとマルチパス

• コネクションプレート

1 台の平板熱交換器で、2 つ以上のサービスを分離するために使用されるプ
レート。このようなサービスを行うプレートパックは、セクションと呼ばれ
ています。

• パーティションプレート

複数パス構成で使用されるステンレス鋼プレートです。ターニングプレー
トの穴無しポートを補強します。

• セクション

コネクションプレートを使用する場合、平板熱交換器にはいくつかのセクシ
ョン（プレートパッケージ）が含まれます。

接続

サニタリー継手またはフランジを備えたパイプにより、平板熱交換器からの流
体の出入りが可能となっています。

オプション部品

• プロテクションシート

プレートパッケージをカバーし、高温流体や危険な流体の洩れ、および高温
のプレートパッケージから保護します。

• ボルト保護材

締付ボルトのねじ山を保護するプラスチックまたはステンレス鋼チューブ。
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3.2 ネームプレート

熱交換器の型式、製造番号、製造年はネームプレートに記載されています。適
用される圧力容器の法規制に従い、圧力容器の詳細も記載されています。ネー
ムプレートは通常固定フレームに取り付けられていますが、遊動フレームに取
り付けられている場合もあります。ネームプレートは金属製の場合とステッ
カーラベルの場合があります。

 警告 機器を損傷するリスク。

設計圧力および設計温度は各器のネームプレートに記載されています。記載値を
超えた圧力及び温度で使用しないでください。

 注意 機器を損傷するリスク。

ステッカーのラベルが使用されている場合は、プレート式熱交換器の洗浄に強い
化学物質を使わないでください。

ネームプレートに記載された設計圧力 (11) と設計温度 (10) は、適用される圧
力容器の法規に従ってプレート式熱交換器が認定を受けた値です。設計温度
(10) は、ガスケットが選択された 高使用温度 (8) を超える場合があります。
プレート式熱交換器図面に記載された使用温度を変更する場合は、供給者にご
相談ください。

1. ロゴスペース

2. 空欄

3. サービス用ウェブサイト

4. コネクション配置図/3A ユニット用 3A タグ位置図

5. 認証マーク用スペース

6. マニュアル参照マーク、警告マーク

7. 圧力試験日

8. 高使用温度

9. 製造者試験圧力 (PT)

10.設計温度　 低/ 高 (TS)

11. 設計圧力　 低/ 高 (PS)

12.各側の内容積(V)

13.各流体のコネクション位置

14.流体グループ

15.製造年

16.シリアル番号

17.型式

18.製造者名
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TS

V

INLET → OUTLET

VOLUME

MIN./MAX.

ALLOWABLE PRESS.

→ →

STATISTICAL BASIS.

MANUFACTURER

FOR SERVICE:

PRESSURE TESTING PERFORMED ON

PRESSURE TESTED 

MAX. OP. TEMP.

FLUID GROUP

YEAR OF MANUFACTURING:

MANUFACTURER: 

ALLOWABLE TEMP.

MIN./MAX.

TYPE: SERIAL NUMBER:

PT

PS

Service

Year

Manufacturer

Fluid group

Inlet            Outlet

Allowable press.

Allowable temp.

Volume                  V

Manufacturer

Serial No.

Type

Max. op. temp.

Test pressure date

WARNING

Min./Max.              PS

Min./Max.    TS

PT

16

図 1 ネームプレートの例。
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3.3 プレートパッケージ・パターン

ハニカムパターン

皿掛けリストに従って皿を掛けると、どの面から見ても縁がハニカムパターン
になります。プレートパッケージのプレートを平板熱交換器に戻して吊るし
ておけば、プレートパッケージをどの面からも観察することができ、プレート
が正しく組み立てられていないかどうかを簡単に確認することができます。

プレートの端は、図の左のようにハニカムパターンを形成します。プレートが
正しく組み立てられていないと、図の右のように凹凸模様ができます。
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3.4 A 寸法

A 寸法は、フレームプレート（1）の内側からプレッシャープレート（2）の内
側までの距離です。

A1 2

A1 2
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3.5 プレートの識別

プレートの A 側は、プレート上端の「A」の文字、型式名、またはその両方の
刻印で識別します。(下図を参照)

AXXX

AXXX AXXX

AXXX

AXXX AXXX

プレートの A 側（対称パターン）は、プレート上端の「A」の文字、型式名、
またはその両方の刻印で識別します。(下図 1 を参照)

非対称パターンを有するプレートには、ガスケットを配置するための 2 つの可
能な側面があります。ワイド側の図 2 のパターンには A W の印が付けられて
おり、狭い側の図 3 のパターンには B N の印が付けられています。

ワイドギャップパターンを有するプレートには、ガスケットを配置するための
2 つの可能な側面があります。ワイド側（リッジ）の図 2 のパターンには A R
の印が付けられており、狭い側（バレー）の図 3 のパターンには B V の印が付
けられています。

R

v

2. 3.

AXXX

1.

AXXX AXXX
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3.6 ボルトの構成

プレート式熱交換器のボルト構成は型式により異なります。プレートパック
の主要な力は、締付ボルト (TB) により保持されています。固定フレームと遊
動フレームに対して均等に力を配分するため、ロックボルト (LB) も使用され
ます。ロックボルトは比較的短く、寸法も小さくなっている場合があります。
分解・組立作業では、締付ボルト (TB) とロックボルト (LB) を識別することが
重要です。下の図を参照します。

TB TB

TB TB

LB LB

LB

LB

TB TB

TB TB

LB LB

TB TB

TB TB

LB LB

LB LB

TB TB

TB TB

LB

LB

TB TB

TB TB

LB LBLB LB

TB TB

TB TB

LB LB

TB TB

TB TB

LB LB

LB LB

TB TB

TB TB

LB

LB

LB LB
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TB TB

TB TB

LB LB
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LB
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TB TB

TB TB
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LB LB

LB LB

TB TB

TB TB

TB TB
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LB LB

LB LB

LB LB

LB LB

TB TB

TB TB

LB LB

LB

LB

TB TB

TB TB

LB LB

LB

LB

LB

LB

TB TB

TB TB

LB
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LB LB

LB LB

LB LB

LB LB

TB TB

TB TB

TB TB

LB

LB

LB

LB

LB LB

LB LB

LB LB

LB LB
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3.7 機能

平板熱交換器 は 2 つの流体の出入口が設けられた波型形状の金属プレートを
重ねたプレートパックで構成されています。これらのプレートを通して 2 種
類の流体間における熱伝導が発生します。

プレートは、すべての第２のチャネルが溶接され、他のチャネルがガスケット
されるようにカセット（ツインプレート）として配置されます。これらのプレ
ートを通して 2 種類の流体間における熱伝導が発生します。カセットの概念
は、2 種類のチャネル、すなわち、侵食性の一次媒体に使用される溶接チャネ
ルと、非侵食性の二次媒体に使用されるガスケットチャネルとを生じさせま
す。

プレート･パックは、固定フレームと遊動フレームの間に組み付けられ、締付
ボルトで所定寸法に締付けられます。プレートにはガスケットが取り付けら
れ、プレート間に形成された通路をシールし、もう一方の通路に流体を導きま
す。プレートの波型形状により流体の乱流を促進し、差圧に対してプレートを
サポートします。

 注記 冷凍

冷却の役割のために、エンドカセットチャネルをブラインドにしてプレートパッ
クをフレームおよび圧力プレートから隔離することができます。

図 2 複数パス設定の一例
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図 3 プレートパック配置の原則は、ガスケットが固定プレートに面することでありま
す。

図 4 プレートパック配置の原則は、ガスケットが圧力プレートに面することでありま
す。
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図 5 複数パス設定の一例

1. エンドカセット I. M10-BWREF の場合はエンドシングルプレート。
2. チャネルカセット
3. エンドカセット II.M10-BWREF の場合はエンドシングルプレート
4. 2 つのカセットの間にガスケット式チャネルが作成されます（青色）
5. カセットの内部に溶接チャネルを形成する 2 つのプレート（赤色）
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3.8 マルチセクション

コネクションプレートを使用することにより、マルチセクションプレート式熱
交換器を設定することができます。ある段階で媒体を加熱し、次の段階で冷却
する必要がある場合のマルチセクション構成の一例であります。

各コネクションプレートは、シングル、ダブル、パススルー、ブラインドなど
の異なるコーナー接続を選択することによって構成することができます。

1 12 23 34 4

図 6 複数セクション設定の一例

1. 終板 I
2. 終板 II
3. チャネルプレート
4. トランジションプレート

1 12 23 3

図 7 複数セクション設定の一例

1. 終板 I
2. 終板 II
3. チャネルプレート
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3.9 複数パス

穴無しポートが 1 個、2 個、または 3 個のターニングプレートを使用すること
により、複数パスの構成が可能です。一方または両方の流体の流れる方向を変
えることを目的としています。

ユニットによっては、パーティションプレートでターニングプレートの穴無し
ポートを補強する必要があります。パッケージにトランジションプレートを
追加し、流体とパーティションプレートや遊動フレームの接触を回避する必要
がある場合もあります。

ユニットによっては、パーティションプレートでターニングプレートの穴無し
ポートを補強する必要があります。

複数パスの使用例として、流体を徐々に加熱する必要があり、長時間にわたる
加熱時間が必要なプロセスの場合などがあります。

3 3 12 4

図 8 複数パス設定の一例

1. 終板 I
2. 終板 II
3. チャネルプレート
4. ターニングプレート

3 3 12 45

図 9 複数パス設定の一例

1. 終板 I
2. 終板 II
3. チャネルプレート
4. トランジションプレート
5. ターニングプレート
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図 10 複数パス設定の一例

1. 終板 I
2. 終板 II
3. チャネルプレート
4. トランジションプレート
5. ターニングプレート
6. パーティションプレート

図 11 複数パス設定の一例
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このページは白紙です。



4 メンテナンス
この章は必要なすべてのメンテナンス手順を説明しています。

4.1 プレート式熱交換器

このセクションは、完成したユニットで実行される全てのメンテナンスで構成
されています。

4.1.1 プレート式熱交換器 — 排液

 注記 人身傷害のリスク。

プレート式熱交換器は加圧していない状態になければなりません。つまり、プレート式熱交換器が運転して

いない状態にあることが必要です。

 警告 人身傷害のリスク。

適切な保護具を使用します。安全編の個人用保護具セクションを参照します。

 注記 平板熱交換器には媒体（液体）が入っています。

平板熱交換器の水抜きをしないと、開けたときに媒体が出て来ます。

平板熱交換器を排水システムに接続することを推奨します。

1 すべてのバルブとポンプが閉じていることを
確認します。

2 平板熱交換器は、地域の規制に従って媒体を
処理できるように、排水システムを通して排
水します。

3
 注記

排水システムが設置されていない場合のみ有
効。

平板熱交換器には、xx リットルから yy リット
ルまでの媒体（液体）を入れることができま
す。平板熱交換器の大きさによる。

平板熱交換器内にあるすべての媒体（液体）
を処理できることを確認します。

低ポート穴の接続配管を取外し、媒体を平板
熱交換器から排出させます。
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4.1.2 プレート式熱交換器 — 分解

プレートの手動洗浄やプレートの交換、ガスケットの交換には、プレート式熱交換器を分解すること
が必要です。

 注記

プレート式熱交換器を分解する前に、保証条件を確認してください。ご不明な点がございましたら、アルフ

ァ・ラバルの営業担当までお問い合わせください。はじめに編の保証条件セクションを参照します。

 警告 人身傷害のリスク。

プレート式熱交換器は高温になる場合があります。

プレート式熱交換器が約 40°C（104°F）に冷めるまで待ちます。

 警告 人身傷害のリスク。

適切な保護具を使用します。安全編の個人用保護具セクションを参照します。

 警告 人身傷害のリスク。

プレートパックには、排液後も微量の液が残っている場合があります。

製品タイプと取付け方法の違いにより、人への傷害や機器への損害を防止するため、ドレンパン等の特別な

措置が必要になります。

1 プレート式熱交換器 - 排液セクションに従っ
てプレート式熱交換器の排液を行います。

2 すべてのプロテクションシートを取外しま
す。

3 遊動フレーム側の配管を取外し、遊動フレー
ムがキャリングバー上を自由に動かせるよう
にします。

4 キャリングバーのすべり面を点検します。す
べり面をきれいに拭き、グリスを塗ります。
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5 プレートパックの外側に対角線を引きます。

6 A 寸法を確認して記録します。

A

A

7 プレート式熱交換器にロック金具がある場合
は、これを緩めて取外します。ロック金具は
再度の組立てのために保管しておきます。
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8 プレート式熱交換器には違う種類のフートが
ある場合があります。自分の設置に対応する
説明に従ってください。

a) 遊動フレームのフートから基礎ネジを取
外します。フートを取外します。

b) フートを遊動フレームに接続しているナ
ットとネジを取外します。フートを取外
します。

c) 外側のフートを取外します。遊動フレー
ムにはスロットがあり、突き出した基礎ネ
ジを通すことができます。

d) 遊動フレームのフートを緩めて取外しま
す。外側にある基礎ボルトのナットを締
めます。フートを遊動フレームに接続し
ているナットとボルトを取外します。外
側のフートを回します。

9 ロックボルトを緩めて取外します。

10 締付ボルトの溝を金属ブラシで清掃します。

11 締付ボルトの溝にグリスを塗布します。

12 締付ボルトを緩めてプレートパックを分解し
ます。分解作業時は、固定フレームと遊動フ
レームを常に平行に維持してください。分解
時の遊動フレームの傾きは、横方向 10 mm
(ボルト 2 回転分) 縦方向 25 mm (ボルト 5 回
転分) を超えないようにしてください。

13 可能な場合は締付ボルトを取外します。

14 遊動フレームをゆっくり押して、固定フレー
ムから取外します。

15 これでプレートパックを分解することができ
るようになりました。
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4.1.3 締付トルク

空圧式の締付装置を使用する場合の 大トルクは、お使いのプレート式熱交換
器に対応する表を参照してください。締付け時に A 寸法を確認します。

 注記 A 寸法が重要な値です。

この表に記載されているトルクは、あくまでもボルトの 大トルク値です。ボル
トを締める際は必ず A 寸法を確認し、A 寸法に達してもそれ以上締め込まないこ
と。

ボルト寸法
ベアリングボックス付きボルト ワッシャー付ボルト

Nm kpm Nm kpm

M10 — — 32 3.2

M16 — — 135 13.5

M20 — — 265 26.5

M24 — — 450 45

M30 585 58 900 90

M39 1300 130 2000 200

M48 2100 210 3300 330

M52 2100 210 3300 330
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4.1.4 プレート式熱交換器 — 組立

 注記 本項は、硬質ガスケット材料には適用されません。

硬質ガスケット材料、例えば EPDMAL の場合は、セクション 硬質ガスケット材料の指示に従ってくださ

い。

 注記 機器を損傷するリスク。

空圧式締付け装置を使用している場合は、セクションに従ったトルクの締付けを行ってください

 注記 A 寸法が重要な値です。

この表に記載されているトルクは、あくまでもボルトの 大トルク値です。ボルトを締める際は必ず A 寸

法を確認し、A 寸法に達してもそれ以上締め込まないこと。

適切にプレート式熱交換器を組立てるため、説明に従ってください。

ボルトの識別については、ボルトの構成セクションを参照してください。

1 すべてのシーリング面が汚れていないことを
確認します。

2 金属ブラシまたはアルファ・ラバルのスレッ
ドクリーナーでボルトのねじ山を清掃しま
す。ネジ山にグリースを薄く塗ります。

3
 注記

ガスケットの位置が間違っている場合は、ガ
スケットの溝からはみ出したり、溝から外れ
たりします。

すべてのガスケットが適切に取付けられてい
ることを確認してください。すべてのガスケ
ットが溝に正しく取付けられていることを確
認してください。

4 プレートパックを圧縮させます。
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5
 注意

機器を損傷するリスク。

平板熱交換器は、締め付け時に発生するズレ
を防ぐため、60 °C～70 °C（140 °F～160 °F）
の水で加熱する必要があります。多少柔らか
くなったガスケットの締め付けを、概略通り
に完了させます。

固定フレームと遊動フレームが平行になるよ
うにしながら、プレートパック寸法が 1.2×A
になるまで締め付けボルトを十字に締めま
す。締付トルクを推定する必要があります。

6 すべてのプレートとガスケットが落ち着くよ
うに、プレートパッケージを 8 時間休ませま
す。

7 すべてのボルトを対角の順で、 寸法 A になる
まで締めていきます。

8 A 寸法に達しない場合：

a) プレートの数を確認します。

b) ナットとベアリングボックス（ある場合）
が自由に動く状態であることを確認して
ください。この状態でない場合は、掃除し
て潤滑剤を塗布するか、交換してくださ
い。

9
 注記

TL6 のみ有効

ASME 規格のフレームを使用する場合。

他の製品ラインについては、対応する項目の
指示に従ってください。

圧力容器コード ASME の平板熱交換器は、上
端と下端にボルトが取り付けられています。
上記手順が完了してから、または A 寸法に達
する直前に、これらのボルトを締付けてくだ
さい。

10 必要に応じて、プロテクションシートを取付
けます。

11 パイプを接続します。

12 A 寸法に達したときに平板熱交換器がシール
しない場合は、所定の A 寸法値から 1.0％を
差し引いてさらに締付けることができます。
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13 フートを遊動フレームに取付けます。

14 該当する場合は、ロック装置を組立てます。

15 静水圧試験を実施します。
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4.1.4.1 硬質ガスケット材料

 注記 本項は、硬質ガスケット材料にのみ有効です。

その他のガスケット材料については、「 平板熱交換器 - 閉じる」の指示に従ってください。

EPDMAL ガスケットは、ほとんどの標準的なガスケットよりも硬いです。このガスケット素材は硬い
ため、ガスケットの圧縮は慎重に扱わなければいけません。ガスケットの圧縮が不適切な場合、ガス
ケットの潰れやプレートの変形を引き起こす可能性があります。

締め付けの手順は、プレートとガスケットの寿命にとって非常に重要です。その結果、変形したプレ
ートで密閉できなくなったり、ガスケットの破損でガスケットの早期破損につながったりします。

この手順は、18 °C 以上の温度で行ってください。

ボルト位置で交換器の両側の A 寸法を測定します。測定は、固定フレーム（または固定カバー）の内
側から遊動フレーム（または可動カバー）の内側までとします。

締め付け中、A 寸法を頻繁に確認してください。遊動フレームの傾きは、横方向 10 mm (ボルト 2 回
転分) 縦方向 25 mm (ボルト 5 回転分) を超えないようにしてください。

隣接するボルトで測定したプレートパックの長さの差は、以下を超えてはいけません。

 注記 本項は、硬質ガスケット材料には適用されません。

硬質ガスケット材料、例えば EPDMAL の場合は、セクション 硬質ガスケット材料の指示に従ってくださ

い。

 注記 機器を損傷するリスク。

空圧式締付け装置を使用している場合は、セクションに従ったトルクの締付けを行ってください

 注記 A 寸法が重要な値です。

この表に記載されているトルクは、あくまでもボルトの 大トルク値です。ボルトを締める際は必ず A 寸

法を確認し、A 寸法に達してもそれ以上締め込まないこと。

適切に平板熱交換器を組立てるため、説明に従ってください。

ボルトの識別については、ボルトの構成セクションを参照してください。

• 2mm（A 寸法が 1000mm 未満の場合）

• 4mm（A 寸法が 1000mm を上回る場合）

1 すべてのシーリング面が汚れていないことを
確認します。

2 金属ブラシまたはアルファ・ラバルのスレッ
ドクリーナーでボルトのねじ山を清掃しま
す。ネジ山にグリースを薄く塗ります。
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3
 注記

ガスケットの位置が間違っている場合は、ガ
スケットの溝からはみ出したり、溝から外れ
たりします。

すべてのガスケットが適切に取付けられてい
ることを確認してください。すべてのガスケ
ットが溝に正しく取付けられていることを確
認してください。

4 プレートパックを圧縮させます。

5
 注意

機器を損傷するリスク。

平板熱交換器は、締め付け時に発生するズレ
を防ぐため、60 °C～70 °C（140 °F～160 °F）
の水で加熱する必要があります。多少柔らか
くなったガスケットの締め付けを、概略通り
に完了させます。

固定フレームと遊動フレームが平行になるよ
うに、プレートパッケージの寸法が 1.2×A に
なるまで締め付けボルトを十字に締める。締
付トルクを推定する必要があります。

6 8 時間後、固定フレームと遊動フレームが閉
じるときに平行になることを確認しながら、
プレートパッケージの測定値が 1.05xA にな
るまで、すべてのボルトを十字に締めます。
締付トルクを推定する必要があります。

7 さらに 10 時間後、すべてのボルトを A 寸法で
十字に締めます。

8 A 寸法に達しない場合：

a) プレートの数を確認します。

b) ナットとベアリングボックス（ある場合）
が自由に動く状態であることを確認して
ください。この状態でない場合は、掃除し
て潤滑剤を塗布するか、交換してくださ
い。

9 必要に応じて、プロテクションシートを取付
けます。

10 パイプを接続します。
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11 A 寸法に達したときに平板熱交換器がシール
しない場合は、所定の A 寸法値から 1.0％を
差し引いてさらに締付けることができます。

12 フートを遊動フレームに取付けます。

13 該当する場合は、ロック装置を組立てます。

14 静水圧試験を実施します。
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4.1.5 圧力試験

このプロセスは、現地の法令および適用される基準により許可された人が行わ
ない限り認められません。そのような人が社内にいない場合は、第三者の許可
を受けた事業者は、適切な機器を使用して現地の法規に従って作業することが
できます。

プレートまたはガスケットが交換されずに取外された後は、製造開始前に静水
圧漏れ試験を実施してプレート式熱交換器内部・外部の密閉機能を確認するよ
う、強く推奨されています。この試験では、片側を加圧して他方を大気開放の
状態とする必要があります。複数パス設定の場合は、同時に同じ側のすべての
セクションの試験を行う必要があります。推奨の試験時間は、各側につき 10
分です。

 注意 機器を損傷するリスク。

漏れ試験の推奨圧力は、実際の運転圧力+10%ですが、絶対にネームプレートに記
載された設計圧力を超えないようにしてください。

 注意 冷凍

冷凍用途の半溶接プレート式熱交換器および水と混ざらない媒体を使用する機器
は、静水圧漏れ試験後に乾燥させる必要があることに注意してください。冷媒が
溶接チャンネルの場合は、不活性ガス（N2 など）でテストする必要があります。

乾燥した不活性ガスは、水/湿気が冷却側に入るのを避けるためにテスト媒体とし
て使用する必要があります。

 警告 人身傷害のリスク。

気体 (圧縮ガス) により加圧する試験は大変危険です。圧縮媒体を使用する試験
の危険に関する現地の法律、規則を遵守してください。危険の例は、制御不能な
媒体の拡張による爆発リスクと酸素不足による窒息の危険性です。

 警告 機器を損傷するリスク。

プレート式熱交換器の再構築や改造の責任はエンドユーザーにあります。プレー
ト式熱交換器の再認証や圧力試験 (PT) に関しては、サービス検査に係る現地の法
律、規則を遵守してください。再構築の例としては、プレートパックのプレート
枚数を増やすことです。

プレート式熱交換器の試験要領に関してご不明な点がございましたら、アルフ
ァ・ラバルの担当者までお問い合わせください。
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4.1.6 洗浄

このセクションでは、さまざまな用途や状況で使用されるさまざまな洗浄方法
について説明します。

経済的かつ効率的な方法で洗浄するには、定置洗浄（CIP）を使用し、熱交換
器を常に密閉しておくことをお勧めします。平板熱交換器のプレートパッケ
ージが閉じられるたびに、ガスケットの寿命が短くなります。平板熱交換器の
プレートパッケージが完全に閉じられていないと、プレートが破損したり、ガ
スケットが押しつぶされたりする危険性があるためです。

平板熱交換器の大半は、陸上と海上のさまざまなシステムの加熱と冷却に使用
され、循環する媒体は長時間にせよ短時間にせよ、プレート表面に何かを沈殿
させます。このゴミや汚れの層が、プレートを通して熱が伝わるのを妨げてい
ます。このプロセスでは、必要な暖房も冷房も得られません。一般的な平板熱
交換器の洗浄の項では、この洗浄方法を説明しています。

衛生的なプロセスでは、平板熱交換器を通過する製品が、製品の消費者にとっ
て有害なバクテリアやその他の粒子で汚染されないようにすることが重要で
す。これは、特別に組み込まれた洗浄サイクルを使って行われます。これらに
ついては、「 衛生的なプロセス」のセクションで説明しています。ユーティリ
ティ業務をサポートする衛生プロセスにおける一部の平板熱交換器は、「 平板
熱交換器の一般的な洗浄」の項に記載されているように洗浄し、維持しなけれ
ばいけません。

平板熱交換器の汚れがひどく、洗浄液がすべての流路を適切に循環できない場
合は、アルファ・ラバル認定サービスセンターによる再調整、または手動洗浄
を行う必要があります。そのためには熱交換器を開けなければいけません。
手動クリーニングについては、「 手動クリーニング」の項を参照してください。
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4.1.6.1 一般的な平板熱交換器の洗浄

定置洗浄 (CIP) 装置は、プレート式熱交換器を分解せずに洗浄することが可能
です。CIP による洗浄の目的は、次の通りです。

• 汚れの除去や石灰スケールの除去

• 洗浄表面の安定化処理による腐食防止

• 排液前の洗浄液の中和

CIP 装置の取扱説明に従ってください。

 警告 人身傷害のリスク。

洗浄剤を使用するときは、適切な個人用保護具を使用します。安全編の個人用保
護具セクションを参照します。

 警告 人身傷害のリスク。

腐食性洗浄液皮膚や眼に重傷を負うことがあります。

適切な個人用保護具を使用します。安全編の個人用保護具セクションを参照しま
す。

CIP 装置

CIP 装置のサイズについては、アルファ・ラバルの営業担当までお問い合わせ
ください。

 警告 人身傷害のリスク。

洗浄後の廃液は、現地の環境規制に従って処理するものとします。大部分の洗浄

液は、中和後に下水に排出できますが、廃液に重金属等の有毒物質や環境に悪影

響のある物質が含まれていないことを条件とします。廃棄の前に、システムから

除去された有害物質が含まれていないかどうか、処理液を分析することを推奨し

ます

洗浄液

流体 説明

AlfaCaus 塗料、脂質、油、生物的堆積物除去用の強アルカリ液。

AlfaPhos 金属酸化物、錆、石灰等の無機質スケール除去用の酸性液。再付着抑制剤を含む。

流体 説明

AlfaCaus 塗料、脂質、油、生物的堆積物除去用の強アルカリ液。

AlfaPhos 金属酸化物、錆、石灰等の無機質スケール除去用の酸性液。再付着抑制剤を含む。

AlfaNeutra 排液前の AlfaPhos 中和用の強アルカリ液

Alfa P-Neutra AlfaP-Scale 中和用

200010772-1-JA50

4 メンテナンスJA



流体 説明

Alfa P-Scale 炭酸塩スケールや無機質スケール除去用の酸性粉末洗浄剤

AlfaDescalent 無機質スケール除去用の無害な酸性洗浄液

AlfaDegreaser 油、グリス、ワックス除去用の無害な洗浄液 Alpacon Descaler を使用すれば、付着
防止の効果もあります。

AlfaAdd
AlfaPhos、AlfaCaus、Alfa P-Scale との併用を目的とする中性洗浄強化剤。0.5～1
vol % を洗浄液に加えると、油脂の付着した表面や有機体の繁殖に対する洗浄効果
が向上します。AlfaAdd は付着物を減少させる効果もあります。

CIP を実施できない場合、分解洗浄する必要があります。手動洗浄セクション
を参照します。

成長抑制剤としての塩素

水冷却システムの成長抑制剤として一般的に使用されている塩素は、ステンレ
ス鋼 ( 254 SMO 等の高合金を含む) の耐食性を低下させます。

塩素はこれらの鋼材の保護被膜の機能を弱め、塩素を使用しない時よりも腐食
しやすくなります。この程度は、処理時間と濃度によります。

チタン製以外の機器に塩素処理が必要な場合は、お近くの担当者までお問い合
わせください。

330 ppm 以上の塩素イオンを含む水は、洗浄液の調製に使用しないでくださ
い。

 注意 人身傷害のリスク。

塩素使用後の廃液の取扱いは、必ず地域の環境規制に従ってください。

 注記

チタンは塩素の影響を受けません。

200010772-1-JA 51

メンテナンス 4 JA



4.1.6.2 衛生的なプロセス

製造サイクル直後、製品側は通常製造サイクルに含まれる手順として、酸・苛
性アルカリ溶液の循環により洗浄されます。

 注記

製品の初回試運転後、プレート式熱交換器は問題となる製品に該当する洗浄プロ
グラムに従って洗浄する必要があります。それからプレート式熱交換器を分解し
（プレート式熱交換器 — 分解セクションを参照）、プレート表面を注意深く点検す
る必要があります。洗浄の結果を定期的に確認する必要があります。

 警告 人身傷害のリスク。

洗浄剤を使用するときは、適切な保護具を使用します。安全編の個人用保護具セ
クションを参照します。

 警告

腐食性洗浄液皮膚や眼に重傷を負うことがあります。

適切な保護具を使用します。安全編の個人用保護具セクションを参照します。

次の製造サイクル開始の直前に滅菌が実施されます。製品側セクションを参
照します。

流量

製品側洗浄時の流量は、製造時の流量以上とする必要があります。牛乳の殺菌
や粘性のある液体、粒子を含有する液体の処理等の場合は、流量の増加が必要
な場合もあります。

洗浄液の推奨限度：

• 容量パーセント 5%AlfaCaus 高温度 70°C

• 重量パーセント 0.5%AlfaCaus 高温度 70°C

クリーニングおよび滅菌に関する詳細については、AlfaLaval の担当者にご相
談ください。

殺菌

推奨滅菌方法を以下に示します。滅菌の説明書もプレート式熱交換器に同梱
の文書類に含まれている場合があります。

方法 手順

加熱殺菌
システムの全パーツが 10 分間以上必要な温度に維
持されるまで、90°C の水を循環させます。

次亜塩素酸による化学殺菌

次亜塩素酸溶液を使用する前に、機器が清潔で温度
が下がっていること、蓄積物や酸の残留物が無いこ
とを確認します。

活性塩素含有量 高 150g/L、 高温度 20°C を限度

として、100cm3 の次亜塩素酸溶液を徐々に加えま
す。

5 分間～ 高 15 分間処理します。殺菌後は、十分リ
ンスします。
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一般的な洗浄プログラム

適切な洗浄プログラムに関する助言は、お近くのアルファ・ラバルの担当者ま
でお問い合わせください。

表 1: 冷却器

蛋白質含有量の多い製品

毎日 毎週

リンス 5 分間 リンス 5 分間

苛性アルカリ溶液 20 分間 酸 15 分間

リンス 10 分間 リンス 5 分間

停止 苛性アルカリ溶液 20 分間

殺菌 10 分間 リンス 10 分間

停止

殺菌

表 2: パスツール殺菌機及びその他の加熱器

蛋白質含有量の多い製品

毎日

リンス 5 分間

酸 15 分間

リンス 5 分間

苛性アルカリ溶液 20 分間

リンス 5 分間 1

酸 15 分間 1

リンス 10 分間

停止

1 スケール付着した酸化カルシウム除去のための追加の酸

サイクルの必要性は、製品により異なります。多くの場

合、洗浄の間隔をかなり長く取ることが可能です。場合に

よっては、酸による洗浄を全く行わないことも出来ます。

表 3: 蛋白質含有量の少ない製品、不溶解性成分が多い(果汁、トマトジュース等)。

蛋白質含有量の少ない製品

毎日 毎週

リンス 10 分間 リンス 10 分間

苛性アルカリ溶液 30 分間 苛性アルカリ溶液 30 分間

リンス 10 分間 リンス 5 分間

停止 酸 15 分間

殺菌 10 分間 リンス 10 分間

停止

殺菌 10 分間

表 4: 不溶解性成分が少ない(ビール、ワイン等)
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蛋白質含有量の少ない製品

毎日 1 毎週

リンス 5 分間 リンス 5 分間

苛性アルカリ溶液 15 分間 苛性アルカリ溶液 15 分間

リンス 10 分間 リンス 5 分間

停止 酸 15 分間

殺菌 10 分間 リンス 10 分間

停止

殺菌 10 分間

1 微生物の発生リスクが低い場合は、毎日洗浄せず、洗浄

を以下の手順で置き換えることもできます：リンス 20 分

間 – 停止 – 滅菌 20 分間。

3A 規格に適用

加熱殺菌を処理システムに使用する場合であって、製品の圧力が大気圧未満と
なる場合、システムに自動停止機能を搭載しなければならず、加熱殺菌を再度
実施せずに再起動してはなりません。(第 D10.3 条参照 )。この場合、情報プレ
ートには、当該プレート式熱交換器が蒸気滅菌用に設計されている旨が明記さ
れています。
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4.1.6.3 手動洗浄

 注意 機器を損傷するリスク。

ステンレス製のプレートには、洗浄に塩酸を使用しないでください。330 ppm 以
上の塩素イオンを含む水は、洗浄液の調製に使用しないでください。

アルミニウム製のキャリングバーと支柱を化学物質から保護することが極めて重
要です。

 注意 機器を損傷するリスク。

分解洗浄時はガスケットを傷つけないよう注意してください。

 警告 人身傷害のリスク。

洗浄剤を使用するときは、適切な個人用保護具を使用します。安全編の個人用保
護具セクションを参照します。

 警告 人身傷害のリスク。

腐食性洗浄液皮膚や眼に重傷を負うことがあります。

洗浄剤を使用するときは、適切な個人用保護具を使用します。安全編の個人用保
護具セクションを参照します。

 注意 機器を損傷するリスク。

カセットの溶接チャンネルを洗浄する場合は、アルファ・ラバルの担当者にご相
談ください。

 警告 人身傷害のリスク。

冷媒サービスにおける熱交換器の手動洗浄については、アルファ・ラバルの担当
者にご相談ください。

200010772-1-JA 55

メンテナンス 4 JA



4.1.6.3.1 水とブラシで落とせる堆積物の洗浄

洗浄時にプレートをプレート式熱交換器から取外す必要はありません。

 警告 人身傷害のリスク。

沈着していない粒子やプレート式熱交換器で使用されている流体の種類によるリスクを検討してください。

適切な個人用保護具を使用します。安全編の個人用保護具セクションを参照します。

1 伝熱面が乾く前に、プレートがフレームに吊
られた状態で洗浄を開始してください。

2 柔らかいブラシと流水で堆積物を除去しま
す。

3 高圧ホースを用いて水で洗浄してください。
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4.1.6.3.2 洗浄 — 現場におけるプレートの取外し、持上げ、挿入

 警告 人身傷害のリスク。

強風やプレートの汚染リスクがある場合は、制限された安全な環境で取外しを行うこと。

鋭い縁部を避けるために、必ず保護手袋を着用してください。

ポート穴の周辺の縁を持上げることは避けなければなりません。

1 遊動フレームをキャリングバー上でスライド
させて、プレートパッケージを分解します。
できればプレートの両側に一人ずつで、プレ
ートを一つずつ取り外します。大型プレート
は吊金具を使用します。

2 プレート吊りリストに従ってプレートを挿入
します。

3 プレートは、できればプレートの上部に工具
を当てて軽く押しながら、フレームプレート
に向かって押し付けます。
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4.1.6.3.3 水とブラシで落とせない堆積物の洗浄

 注意 機器を損傷するリスク。

洗浄剤に長時間曝露するとガスケットの接着剤が損傷する場合があります。

ブラシと洗浄剤を使ってプレートを洗浄したら、すぐに水で洗い流してください。

洗浄時にプレートをプレート式熱交換器から取外す必要があります。洗浄液の選択については、非製
品側セクションを参照します。

1 ブラシと洗浄剤を使って洗浄します。

2 直ちに水で洗浄します。
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4.1.7 吊上げ装置

持上げに関する情報と説明は設置マニュアルに記載されています。このセク
ションには、特定の吊上げ装置の取扱いに関する説明が含まれています。

4.1.7.1 吊金具

吊金具は納入時に組み立てられます。プレート式熱交換器にそのまま残すこ
とを推奨します。

このセクションでは、何らかの理由で昇降装置を分解してしまった場合の組み
立て方について説明します。

4.1.7.1.1 吊金具 — 組立

 警告 人身傷害のリスク。

機器は重いです。

機器を取扱うときは、個人用保護具を着用してください。機器は注意して取扱います。安全編の個人用保護

具セクションを参照します。

 警告 人身傷害のリスク。

機器は重いです。

組立ては二人で実行し、フォークリフトやガントリークレーンのような持上げ装置とホイストスリングを使

用することを推奨します。この説明ではホイストスリングを使用します。

吊金具は、プレートパックの反対側を向くように組立てる必要があります。これは、図によれば、固
定フレームと遊動フレームの外側にあります。
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1 該当する場合は、トルク反作用バーが付いた
ナットランナーを使用してロックナット (6)
を取外し、ネジ (1)、ワッシャー (2)、吊金具
(4)、そしてワッシャー (5) を吊金具 (3) から取
外します。レンチまたは調整可能なスパナを
使用して、ネジ (1) が回転するのを防ぎます。

3

2

1

4

5

6

2 ホイストスリングを吊金具の穴に取付けま
す。

3 プレート式熱交換器の所定の位置に吊金具を
ゆっくりと持上げていきます。

4 吊金具 (4) をはめ込みます。吊金具 (3) に正
しくはまっていることを確認します。

4

3
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5 ワッシャー (2) とネジ (1) をはめ込みます。

2

1

6 ワッシャー (5) とロックナット (6) をはめ込
みます。

7 トルク反作用バーが付いたナットランナーを
使用して、ロックナット (6) を堅く締付けま
す。レンチまたは調整可能なスパナを使用し
て、ネジが回転するのを防ぎます。

5

6

8 ホイストスリングを取外します。

9 すべての吊金具でこの手順を繰り返します。

10 これで、この設置マニュアルの「吊金具を使
った持上げ」の説明に従って、プレート式熱
交換器を持上げることができるようになりま
した。
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4.2 フレーム

このセクションはプレート式熱交換器フレームのメンテナンスについて説明
しています。

4.2.1 フートの取付け

一部のプレート式熱交換器のモデルは、フートが取付けられていない状態で納品されます。以下の説
明に従ってください。

 警告 押し潰しの危険。

機器は重いです。

機器の取扱いに注意します。安全が確保されていない機器の下には手を入れません。

 警告 押し潰しの危険。

吊り荷の下で作業してはいけません。

押し潰されないように常に安全対策を講じます。

1 納品時は、固定フレームと支柱の脚部取付け
位置に、カバープレートが取付けられていま
す。

2 設置マニュアルの機器の持上げセクションに
従って機器を持上げます。

3 機器が誤って落ちてしまった場合に人身事故
が起きるリスクを 小限に抑えるために、機
器の下に木製の梁を配置します。

4 ネジ、ワッシャー、ナットを取外し、カバー
プレートを取外します。
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5 同じネジ、ワッシャー、ナットを使用して、
図に従ってプレート式熱交換器の脚部を組立
てます。

6 ユニットに 2 本の安定化バーが付属している
場合は、図に従ってこれを組立てます。
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4.3 プレート

このセクションはプレート式熱交換器プレートのメンテナンスについて説明
しています。

4.3.1 プレート — 交換

洗浄液を使用せず、水だけを使用して洗浄を行う場合はプレートを取外します。

 注意 人身傷害のリスク。

プレートとプロテクションシートのエッジは鋭利です。

プレートとプロテクションシートを取扱う際は、個人用保護具を着用します。安全編の個人用保護具セクシ

ョンを参照します。

1 プレート式熱交換器 – 分解セクションに従っ
てプレートパックを分解します。

2 プレートに番号を付ける必要がある場合は、
プレートを取外す前に番号を付けます。

3 交換するプレートの位置を特定します。

4 プレートを傾け、キャリングバーからゆっく
りと持上げて外します。

5 ガスケットに摩耗や損傷がないか点検しま
す。ガスケットがよい状態である場合は、古
いプレートから新しいプレートに移動するこ
とができます。

6 新しいガスケット付きプレートをキャリング
バーの所定の位置に取付けます。

7 プレート式熱交換器 – 組立セクションに従っ
てプレートパックを組立てます。
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4.3.2 プレートのガスケット交換

 注記

プレート式熱交換器を分解する前に、保証条件を確認してください。ご不明な点
がございましたら、アルファ・ラバルの営業担当までお問い合わせください。は
じめに編の保証条件セクションを参照します。

 注記

古いガスケットを除去する前に、ガスケットの取付け状態を確認します。

お使いのガスケットのタイプに対応する手順に従います。

このセクションの手順は、フィールドガスケット、リングガスケット、エンド
ガスケットに関するものです。
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4.3.2.1 プレート — クリップ・オン式およびクリップ・アド式ガスケットの交換

 注意 人身傷害のリスク。

プレートとプロテクションシートのエッジは鋭利です。

プレートとプロテクションシートを取扱う際は、個人用保護具を着用します。安全編の個人用保護具セクシ

ョンを参照します。

 注記

プレート式熱交換器を分解する前に、保証条件を確認してください。ご不明な点がございましたら、アルフ

ァ・ラバルの営業担当までお問い合わせください。はじめに編の保証条件セクションを参照します。

1 プレート式熱交換器 – 分解セクションに従っ
てプレートパックを分解します。

2 ガスケットを交換する必要があるプレートを
取外します。プレート - 交換セクションに従
ってください。

3 古くなったガスケットを取除きます。

4 すべてのシーリング面が乾燥していて汚れが
ないことを確認します。

5 ガスケットを点検して、ゴムの残留物をすべ
て取除きます。

 注記

エンドプレートのガスケットは特に注意して
ください。

6 ガスケットをプレートに取付けます。
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7 ガスケットのクリップ部をプレートのエッジ
下にはめ込みます。下の画像は半溶接に有効
です。

 注記

2 つのガスケットの突起が正しい位置にある
ことを確認します。

Clip-on

ClipGrip

8 再ガスケットが必要なすべてのプレートで手
順を繰り返します。

9 プレート - 交換セクションに従って、プレー
トをキャリングバーに取付け直してくださ
い。

10 プレート式熱交換器 – 組立セクションに従っ
てプレート式熱交換器を組立てます。

200010772-1-JA 67

メンテナンス 4 JA



4.3.2.2 プレート — クリップ・アド式ガスケットの交換

 注意 人身傷害のリスク。

プレートとプロテクションシートのエッジは鋭利です。

プレートとプロテクションシートを取扱う際は、個人用保護具を着用します。安全編の個人用保護具セクシ

ョンを参照します。

 注記

プレート式熱交換器を分解する前に、保証条件を確認してください。ご不明な点がございましたら、アルフ

ァ・ラバルの営業担当までお問い合わせください。はじめに編の保証条件セクションを参照します。

クリップ・アド式ガスケットは、ポート周りを従来のクリップ・オン式で止め、プレートの端を接着
テープで留めるシステムを表します。

接着テープ (GC1) の使用は、ガスケットを安定して取付ける簡単な方法です。特別なテープガンを使
用してガスケット溝に接着されるため、必要な場所に正確にテープを取付けることができます。

1 プレート式熱交換器 - 分解セクションに従っ
てプレートパックを分解します。

2 ガスケットを交換する必要があるプレートを
取外します。プレート - 交換セクションに従
ってください。

3 古くなったガスケットを取除きます。

4 フィルムが非常に薄いため、古いテープは取
除く必要がありません。ただし、ガスケット
の溝に汚れがなく乾燥していることを確認し
てください。

5 テープガンを使用してテープを貼り付けま
す。

6 ガスケットをプレートに取付けます。ガスケ
ットの突起をプレートのエッジ下に挿入しま
す。

7 ガスケット交換が必要なすべてのプレートで
手順を繰り返します。
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8 プレート - 交換セクションに従って、プレー
トをキャリングバーに取付け直してくださ
い。

9 プレート式熱交換器 – 組立セクションに従っ
てプレート式熱交換器を組立てます。
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4.3.2.3 プレート — ベース・アド式ガスケットの交換

 注意 人身傷害のリスク。

プレートとプロテクションシートのエッジは鋭利です。

プレートとプロテクションシートを取扱う際は、個人用保護具を着用します。安全編の個人用保護具セクシ

ョンを参照します。

 注記

プレート式熱交換器を分解する前に、保証条件を確認してください。ご不明な点がございましたら、アルフ

ァ・ラバルの営業担当までお問い合わせください。はじめに編の保証条件セクションを参照します。

1 プレート式熱交換器 – 分解セクションに従っ
てプレートパックを分解します。

2 ガスケットを交換する必要があるプレートを
取外します。プレート - 交換セクションに従
ってください。

3 古くなったガスケットを取除きます。

4 フィルムが非常に薄いため、古いテープは取
除く必要がありません。ただし、ガスケット
の溝に汚れがなく乾燥していることを確認し
てください。

5 テープガンを使用してテープを貼り付けま
す。下の画像は半溶接プレートを示していま
す。

6 ガスケットをプレートに取付けます。

7 ガスケット交換が必要なすべてのプレートで
手順を繰り返します。
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8 プレート - 交換セクションに従って、プレー
トをキャリングバーに取付け直してくださ
い。

9 プレート式熱交換器 – 組立セクションに従っ
てプレート式熱交換器を組立てます。
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4.3.2.4 プレート — 接着されたガスケットの交換

アルファ･ラバルの推奨する接着剤を使用してください。接着剤の使用方法に関する説明書が、接着剤
と共に提供されています。

 注意 人身傷害のリスク。

プレートとプロテクションシートのエッジは鋭利です。

プレートとプロテクションシートを取扱う際は、個人用保護具を着用します。安全編の個人用保護具セクシ

ョンを参照します。

 注意

推奨接着剤以外の製品には、プレートを傷める塩素が含まれている場合があります。

 注意

プレートの損傷を防止するため、接着されたガスケットを取外す際には、鋭利な工具を使用しないでくださ

い。

 注記 冷凍

半溶接プレート式熱交換器では、接着されたガスケットは冷媒側には使用できません。

1 プレート式熱交換器 – 分解セクションに従っ
てプレートパックを分解します。

2 ガスケットを交換する必要があるプレートを
取外します。プレート - 交換セクションに従
ってください。

3 古くなったガスケットを取除きます。

4 ガスケットの溝に汚れがなく乾燥しているこ
とを確認してください。

5 接着剤を塗布します。

6 ガスケットをプレートに取付けます。

7 再ガスケットが必要なすべてのプレートで手
順を繰り返します。

8 プレート - 交換セクションに従って、プレー
トをキャリングバーに取付け直してくださ
い。

9 プレート式熱交換器 – 組立セクションに従っ
てプレート式熱交換器を組立てます。
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5 保管
1 ヵ月以上の長期保管をする場合、プレート式熱交換器に対する不必要な損傷
を避けるために、特定の予防措置を行う必要があります。休止セクションを参
照します。

 注記

アルファ・ラバルおよびその代表者は、契約書に記載されている保証期間の満了
まで、必要に応じて保管場所・機器を調査する権利を留保します。当該調査の日
の 10 日前に通知する必要があります。

プレート式熱交換器の保管に関して、ご不明な点がございましたら、アルフ
ァ・ラバルの担当者までお問い合わせください。

5.1 休止

何らかの理由でプレート式熱交換器の運転を長期間休止する場合、このセクシ
ョンの説明に従ってください。ただし、保管する前に次の作業を行う必要があ
ります。

平板熱交換器は屋内で保管することを推奨します。

• プレートパックの A 寸法（固定フレーム内側と遊動フレーム内側の間隔）
を点検します。

• プレート式熱交換器の両側流体を排出します。

• 流体によっては、プレート式熱交換器の洗浄と乾燥が必要となります。

• 配管が接続されていない場合は、コネクション部をカバーする必要がありま
す。コネクション部にはプラスチックまたは合板製のカバーを使用してく
ださい。

• プレートパックを不透明のプラスチックフィルムで覆います。

屋内の保管

• 温度 15～20°C(60 ～ 70 °F)、湿度 70% 以下の部屋に保管します。屋外の保
管の場合は、屋外の保管セクションをお読みください。

• ガスケットの損傷を防ぐため、保管する部屋に、電気モーターや溶接機器等
のオゾンを発生する機器は設置しないでください。

• ガスケットの損傷を防ぐため、保管する部屋に、有機溶剤や酸を収納せず、
直射日光、熱放射や紫外線を避けてください。

• 締付ボルト(ロックボルトが組込まれている場合は、ロックボルトも)は、薄
くグリスを塗布する必要があります。メンテナンスマニュアルの組立セク
ションを参照します。

屋外の保管

屋外でプレート式熱交換器を保管する必要がある場合、屋内の保管セクション
の全ての注意事項と以下の注意事項に従ってください。

保管中のプレート式熱交換器は 3 ヵ月毎に目視検査するものとします。この
検査には、次の項目が含まれます。

• 締付ボルトのグリス

• 金属ポートカバー
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• プレートパックとガスケットの保護

• ユニットは、例えば屋根や防水シートで天候から保護する必要があります。

• ユニットに換気が行われていることを確認します。

• 極度の温度はユニットの性能に影響を及ぼす場合があることに注意してく
ださい。

長期運転休止後の始動

1 年以上の長期間にわたるプレート式熱交換器の運転休止後は、始動時に漏れ
のリスクが増加します。この問題を解決するために、ガスケットのゴムを弛緩
させて、弾力性を回復することを推奨します。

1. プレート式熱交換器が設置されていない場合、設置マニュアルの設置編の
説明に従ってください。

2. A 寸法（固定フレーム内側と遊動フレーム内側の間隔）を記録します。

3. 該当する場合は、遊動フレームに取付けられたフートを取外します。

4. 締付ボルト(ロックボルトが組込まれている場合は、ロックボルトも)を緩め
ます。メンテナンスマニュアルの指示に従ってください。プレートパック
の寸法が 1.25×A になるまで平板熱交換器を開きます。

5. プレート式熱交換器 を 24～48 時間放置します。時間が長いほどガスケッ
トの弛緩に効果的です。

6. 本マニュアルの指示に従って、再度締めます。

7. アルファ・ラバルは、水圧試験の実施を推奨します。プレート式熱交換器
への急激なショックを回避するため、流体 (通常は水) を徐々に注入します。
設計圧力で試験することを推奨します。平板熱交換器図面を参照してくだ
さい。

 注記 半溶接製品に有効です。

冷媒が溶接チャンネルの場合は、不活性ガス（N2 など）でテストする必要があり

ます。
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